
受 賞 の 言 葉  

地 中 熱 ヒ ー ト ポ ン プ の 技 術 は 3 0 年 前 に 日 本 に 導 入 さ れ

ま し た が 、 当 時 の 技 術 で は 過 負 荷 な 採 熱 を 常 に 行 う た め

に 熱 回 収 が 不 能 に な り 1 、2 年 で 使 用 不 能 に な り ま し た 。

経 済 的 な 面 で は 採 熱 の た め の ﾎ ﾞ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 工 事 に つ い て 工 法

が 確 立 し て い な か っ た の が 原 因 で 、 削 孔 費 が 現 在 の 3 ～ 4

倍 と 非 常 に 高 く 、 削 孔 深 度 を 深 く す る こ と が 出 来 ま せ ん

で し た 。 そ れ か ら 幾 度 か の 試 行 錯 誤 を 繰 り 返 し 、 1 0 年 程

前 、 つ い に 地 中 熱 ヒ ー ト ポ ン プ 技 術 が リ バ イ バ ル い た し

ま し た 。  

 地 中 熱 ボ ア ホ ー ル 用 の 掘 削 機 に ド イ ツ 製 の 機 械 を 導 入

す る 等 、 さ ま ざ ま な 実 験 ・ 試 験 を 繰 り 返 し 、 そ の 結 果 、

省 エ ネ 社 会 の 今 日 に 非 常 に マ ッ チ し た シ ス テ ム と す る こ

と が で き ま し た 。  

 現 在 の 省 エ ネ シ ス テ ム と い え ば 、 ソ ー ラ ー 発 電 、 風 力

発 電 な ど の 自 然 エ ネ ル ギ ー を 利 用 し た シ ス テ ム が 注 目 さ

れ て お り 、 近 年 で は 国 か ら の 補 助 金 も で る な ど 、 普 及 運

動 が 活 発 に 行 わ れ て い ま す 。 し か し そ の 実 情 は 、 ペ イ バ

ッ ク タ イ ム が 3 0 年 以 上 も か か る シ ス テ ム で す 。 一 方 、

地 中 熱 暖 房 シ ス テ ム は 約 1 0 年 で 回 収 で き ま す 。  

こ の シ ス テ ム は 外 見 上 な に も な い た め に 、 世 間 の 認 知

度 は 低 い の で す が 、 実 際 は 縁 の 下 の 力 も ち で あ り 、 省 エ

ネ に 大 い に 貢 献 で き ま す 。  

 今 回 の 受 賞 を 機 に 、 一 層 の 普 及 活 動 に 取 り 組 み 、 み な

さ ま に 馴 染 み あ る 、 そ し て 北 海 道 の 一 般 的 な 暖 房 シ ス テ

ム に な る よ う 、 努 力 を 続 け て い く 所 存 で す 。  



 最 後 に 、 こ の 実 用 型 ロ ー エ ネ ル ギ ー ハ ウ ス は 、 北 海 道

大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 長 野 克 則 研 究 室 、 な ら び に 地 中 熱

シ ス テ ム 工 学 研 究 室 と 弊 社 と の 共 同 研 究 で あ り ま す 。 北

海 道 大 学 大 学 院 教 授 ・ 長 野 克 則 氏 を は じ め 、 元 特 任 助 教

の 武 田 清 香 氏 、 元 卒 論 生 の 堀 彰 吾 氏 に は お 世 話 に な り ま

し た 。  

 こ の 場 を 借 り て 、 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

 


